
4.1905年から1915年の間について，Ｙの個体数が最小となった年はＸも最小となっ
ており，その年のＸの個体数はＹの個体数の２～３倍の範囲にある。

1.個体数が最大になった年は，ＸとＹどちらも1855年から1875年の間である。
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2.1875年から1905年の間について，Ｘの個体数が最大になった年はＹも最大となっ
ており，その年のＹの個体数はＸの個体数の半数以上となっている。
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×

3.1875年から1905年の間について,毎年の個体数を比べると，Ｘの個体数はＹの個体
数を常に上回っている。
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